






研究目的 

早産未熟児の出生防止は周産期医学の重要な課題の一つである。早産の発生機構はまだま

だ不明な点が多いものの,日常臨床における早産の治療としては,現実に存在する子宮収縮

の抑制が最優先されるべきであろう。 

ところで,我々は現在までの研究により,①強い子宮収縮物質である Prostaglandin(PG)産

生が,ヒトにおいて分娩前より増加し,分娩中に最高となること。②子宮筋および胎盤組織

で産生される PG の種類および動態が早産例でも満期産例と相似していることを観察し,早

産においても PG が関与していることを証明した。この観点から,早産例における子宮収縮

抑制に,PG 合成阻害剤である Indomethacin を使用し,その効果を検討した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


